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＜今月の注目点＞  

・海外ニュースは、最初に 2 月中旬に最大約 450 万軒が停電して犠牲者も出た米国テキサス

州大停電関連の記事を 2 本取り上げました。次の記事はネブラスカ州の電力会社が既存の系

統を活かしたマイクログリッド構築はコストをかけない例だと思われます。後半は電気自動

車、再エネ拡大、水素の記事を 2本ずつ紹介しました。 

・国内ニュースは、まず次世代スマートメーターに期待される仕様、通信技術、便益や在り方、

洋上風力の審査・評価プロセスにおける第三者委員会の設置・運営と選定結果公表の具体性

議論を紹介し、最後にテキサス州大停電の真相を州議会公聴会の資料から読み解いてみまし

た。 


